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金材料は優れた電気伝導性、化学安定性、耐腐食性、高密度を示すため、高感度微小電気機械

システム (MEMS) 加速度センサへの応用が期待されている。サブマイクロスケールの金属材料は、

寸法の縮小に伴い強度が増すというサンプルサイズ効果を一般に示すため 1、MEMS 加速度セン

サ開発に向けて、微小金材料の機械特性評価は重要である。一方で、金属材料の降伏応力は、ひ

ずみ速度に応じてその値が変化するというひずみ速度依存性を示すものの 2、サンプルサイズ効果

とひずみ速度依存性の関係を明らかにした研究は限られている。そこで本研究では、微小金材料

におけるサンプルサイズ効果とひずみ速度依存性の関係解明を目的として、微小金ピラーの微小

圧縮試験を異なるひずみ速度で実行する。 

集束イオンビームを用いてめっき金 (Au) 材料を加工し、10 × 10 × 20 µm³ (試験片 A) と 18 × 

18 × 36 µm³ (試験片 B) のピラーを各 3 本作製した。各試験片に対して、異なるひずみ速度 (2.5 × 

10⁻² s⁻¹、2.5 × 10⁻³ s⁻¹、2.5 × 10⁻⁴ s⁻¹) で微小圧縮試験を行い、0.2% 耐力を評価した (Fig. 1)。同一

ひずみ速度の場合、サイズの小さい試験片 A は、試験片 B よりも大きな 0.2% 耐力を示した。

また、どちらの試験片もひずみ速度の増加に伴い 

0.2% 耐力は大きくなることが分かった。一方で、

今回測定した試験片サイズでは、Fig. 1 内に示す近

似直線の傾きに有意差がないため、ひずみ速度依存

性に対するサンプルサイズの影響は小さいことが

明らかになった。 
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Fig. 1. Relationship between the strain rate and 

the yield stress. 
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